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重信

第回 Z包且ス~ - \\1 大15固老人ホ-':)穴
高齢者がスポーツに親しみ、地域との交流を通じて健康の保持 ・ 増進を図ることを目的に、 10月 2 1 目、
中学校グランドにおいて老人スポーツ大全が開催され、各種目に熱戦が繰り広げられました。
また、上林保育所園児が遊技の発表や、各種目に参加するなど終始なこやかなムー ドで大会がおこなわれ、

北野田チームが総合優勝しました。

ロ町の人心の健康フェスティノ〈ル . . . ...8重信町財政状況公表 2 ・ 3
(平成 4 年度上半胡)

6 ,914 (+10) 

20 ,975 (+ 9) 

10 ,025 (+12) 男
同和教育 ・ …・一… …・ … ・…… .10税 ・ 年金だより. . .. . . ... . . ・ 5

10 , 950 (- 3) 女
図書館だより ・ ・・ ・ ・・ ・・ ・・ .......... 11学校週 5 日出IJ ... . .......... . 6

10 月 1 日現在

世帯数

口A 

戸籍 ・ 町民カレンダー・・・・・ ・..12 

水道だより ・ 浄化槽・ ・・・ ・ ・ ・ .. . .9匡!保だより.. . . ... . ..ー . . . .4

1主人式を迎える方へ - … ..7
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広報 しげ、 のぶ (2) 

j兄 四 す 町 地

重公を 年度 る Rオ 方 田J条政 自
( 表上 例状 r台
単 し 半 i兄法

員オ 政 状 況 公 表位 ま 期 基 の お
す グ〕 づ ふy司J、、- よ

千
。

財 き 表 ぴ
ドl 政平 重 平成 4年度上半期 (4 月 "-'9 月)) 

1犬 成 関

般 A
Q一A
計予算執行状況

画E 予算現額 I l 63憶9 ， 647万2千円
収入済額 協 憶5 ， 895万 1 千円(収入率47 . 8% )
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4・} 日
地 方

|凹l
交付税

脱 Ilij )
1¥1 IIJQ liTi. 1 ". .." ̂  1 分羽金 1 ，... . ^ 1 O_C .~ .,. .. 1 使用料及 1 .~ ,.. . 1 地 ん

俄| 一 I '~~ .. , ': I 繰越金:~ ，:.'~. . :. 1 繰入金|財注収入 I ?L.. ff l "f'^ 沼 収入|
支出令 1 :支 t~，金 1""' - ,._ 1 及負託l 金 1 ..̂' '. ..... 1 ... '>. .~. • 1 T lix 料 1 ''' ' ，~ .. 1 泌与税i也

j" 'f，l現官ñll.679.9 11 1 1.375 .6551 711.4001 6G7.1231 555.6411 384.5461 258 , 3271255.7951 81. ,14GI 71; , ;'311 61, -11 1l 12IlH.Gí9 

収入羽傾 11.428.5291891.9901 11 ,7001 27 ,8351 83.2321384.5461 30.808 
(収入率) 1 (85.0) 1 (64.8) 1 (1.6) 1 (4.2) 1 (15.0) 1 (100.0) 1 (11.9) 
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直面 予算現額 I I 63憶9 ， 647万2千円

支出済額 揚揚物務務易額 17憶9.758万3千円(執行率28 . 1 %)

i:~: ILJ 

支出済客員

L一一一一17憶9 ， 758方3千円

千千 11 本，(~
農林

|紋育費|総務 i佼|民 '1 後
ノド 経費

公 i古資 l:'1ï'l・峻 -r 

“
UMP 

--
,1 

01 
}
 

汲会 't~ Hfi . 1今 貨
災ガ

i見JrI伐
{. (，桁 .w

f 算呪官傾ii 1 2υ川'パ. 6沼山山2幻札川l仁リ， 2川2幻山lげ7 1 肌5印悶6引11 ω附肌7.川 肌ω州4つ| 肌4“州4引1川| 帆 2引 2日札川，1 4 1川| 剖制川G.5叶 川叶 R 川 2山2訂f川 2 以

1支〈 J山|川" i済百 紅制[ 1 3 ‘:1犯2. 11悶9 1 11は3.(;2μ41 :12ω0.8801 359.9鮒6自 1 20ω日 . 725 1 22幻1 ， 0仰77川1 9何5 ， 8位25川1 9似-1 .994 1 45 . 0臼Ii 1 :, .285 1 0 i 0 
( x n'l ~事 ) 1 (12.7) 1 (14.5) 1 (46.7) 1 (54.0) 1 (35.7) 1 (49.8) 1 (:17.6) (:lfLS) 1 (.Iﾎ.7) 1 (6目。 7) 1 (日) I (()) 
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出 r :1 'ζ コ悦

l.9!)~I Jj "TI'1 

4 j.g: 6 ,SHö 
lil'l 

• 町民が負担する税町
税

l …5.0州 自
l 人当たり(人口 20 ， 966 人) 苦悶

65 ， 614円 一 一

広報 しげ の

税等の収納高

ぶ

(単位千円)

戸三二五E5r J]'; Hi 店1; 年 金 簡易 公金常融公企業庫ー ,fi PIJ ノ村4込̂  共済組合 市中銀行 居是 t仏 判定資金保険向 f長興協

般公共事業 63 ,924 7.898 71 ,822 

公党 1�: .七姥ぷ ;事業 IH2 , :1l2 174 ,928 :18 ,626 395 ,866 

一災古:復 1 11 事業 70. IH~I 70 ,189 

義務教育 }j包設翌HIìJ!ヰ与業 7,428 372.273 379 ,701 

般 ψ~1\ ギ業 22 , 139 294 ,5:18 1,155 75 ,568 338 ,458 2,230 734 ,088 

地域改善対策事業 55H ,47.1 日37 559 ,411 

公共用地先行取得事業

厚生悩祉施 UJI絵備事業 2XI ,284 281,284 

般廃業物処州事業 5,764 5.7G4 

I).l~ 11.)' JH Jf5c特例{合 W ,390 234 ,390 

,U,\I キ存 '段 2U.312 20 ,312 

判定資金公共事業債 488 ,775 488 ,775 

1,159 ,168 287 ,985 8-1 9,637 38 ,626 1,155 75 ,568 338 ,.158 2,2:10 488 ,775 3,2-1 1,602 

.. 、 

'.吃 ， -〆 ←

野団地区土地区画整理事業

特別会計

予算執行状況

(単位千円)

予算税 ~51.*内額 収納%24z 
(%) 

UI]' 民税 785 , 521 465 ,880 59.3 

固定資産税 491 , 217 360 , 509 73.4 

その他の税 98 , 917 65 , 601 66.3 

国保税 333 ,082 11 1, 190 33.4 

ノド道来| 158 ,976 55 , 125 34.7 

調定額

l 世帯当たり (6 ， 904世帯)

199 ， 255円

地方債の現在高

二 ・ J

-‘h 
. .) .' ~" ー ・ ::ｭ

'.‘ " 、
:・3 ‘ '今.;;.0;<，;;守ti'品、:~~

上林小学校ブール改修事業

ぷヱ〉エ、 計 名 予算額 収入済額 支出済額

住宅新築資金等貸付事業 28 , 7 7l 3 , 652 9 , 351 

老 人 保 健 1 , 259 , 449 525 , 223 552 , 955 

l� 民 健 康 保 F食 925 , 554 413 , 1 39 320 , 060 

筒 引日7 7]'< 道 事 業 203 , 004 85 , 315 70 , 033 

士 地 区両整理事業 1 , 126 , 700 560 , 268 2 1 3 , 774 

整
備
が
進
む
各
事
業
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国
保
だ

よ

ぶ

自
分
の
健
康
は

自
分
で
守
ろ
う
②

食
生
活
を
見
直
そ
う

の

私
た
ち
が
生
き
、
働
き
、
毎
日
の

生
活
を
続
け
て
い
く
た
め
に
は
糖
質
、

た
ん
白
質
、
脂
肪
、
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ

ネ
ラ
ル
の
五
つ
の
栄
養
素
を

、

食
品

を
食
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
体
内
へ
と

り
入
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
と
こ

ろ
が
一
つ
の
食
品
で
、
こ
れ
ら
の
栄

養
素
の
す
べ
て
が
、
必
要
量
だ
け
含

ま
れ
て
い
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
と
え
ば
、
卵
は
栄
養
的
に
す
ぐ
れ

た
食
品
で
す
が
、
ビ
タ
ミ
ン

C

は
含

ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

必
要
な
栄
養
素
を
必
要

量
体
内
に

と
り
入
れ
る
た
め
に
は
、
で
き
る
だ

け
多
く
の
食
品
を
と
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
厚
生
省
で
は

一
H

三
十
品
目

の
食
品
を
と
る
こ
と
を
提
唱
し
て
い

ま
す
。

一
日

三
十
品
目
も
の
食
品
を

と
れ
ば
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
は
自
然

と
と
れ
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
し

か
し
、
品
数
が
多
く
て
も
、
含
ま
れ

る
栄
養
素
が
似
た
よ
う
な
食
品
で
は

意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
六
つ
の
基
礎

食
品
を
組
み
合
わ
せ
て
、
な
る
べ
く

多
く
と
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

'-f し報広

多 〈含む野菜 健康効果

レモン 細胞をつなぐ物質コラーゲ
フ ロ ッコリ ー ンの生成に必要。紫外線に

ビ ピーマン よるメラニン色素の生成を
タ じゃカ《し、も 1flllllJj 。 かぜウイルスやスト
、、‘ 

ン
レスなどに対し J氏抗力を高

C める。たばこのニコチンや

からだに人った興物の分解、
向平 f年に役立つ。

ビ ほうれんそう 神経のはたらきをよくする。
タ 大豆 食欲を促進させる。
、、-
ン ごま

日 落花生

ピ しいたけ たん ( 1 賞、 脂質、糖質の代
タ 糸引納豆 謝に関与 。 皮!首や粘膜の~~
、、、

脊。 口 l勾炎の緩和主どに役ン

~ 立つ。
， 、. 
そらまめ ホルモンの '1' 合成に関与す

ン

ト グリンピース る 。
ヲー さつまいも
ン

酸 大豆

カ ほうれんそう 不足すると佼宵も1:(とり円)
口
にんじん になる。 l支臓や粘膜の形成

チ
~ 〆 力、(;tちゃ に関与し、感染予防にむる 。

パセリ 心臓および血管の機能を ifー

鉄 ほうれんそう '，:~;に保ち、神経や筋肉にも
こまつな 欠かせない栄養素。

カ パセリ l血管の収縮をおさえ、 j但!，E.
ほうれんそう の七昇ーをおさえるので、高

ウ
J.,. こまつな 血圧予防に役立つ。

カ 切り干し大根 事:J.や歯をつくるほか、 神経
，、，

〉〆 L 、りごま や筋肉にもはたらいて、そ
'ヲ 力、ぷ の機能を正常に保つ。.L. 

食 切り 干 し大根 腸内の発がん性物質をおさ

物 かんぴょう える効果があるので、とく
織 ごぼう に大11易がんの予防にはよし、。
維 枝豆

6 つの基礎食品
第 1 群 第 2群 第 3群
魚、閃.卵、大E製品 牛車L 乳製品、骨ごと宜べられる魚 緑黄色野菜
王として且たん自質的供給源 主として力ルシウムの供給濃 王と し τ 力ロチンの供給源

(.$) ⑬越金 母む
第4群 第 5群 第 6~平
その他の野菜、果物 来、パノ、的ん、い b ，由脂

主としてビタミンC とミネラIW】供給議 主として穂質性エネルギーの供給源 王として脂肪性エネルギ の供結源

σ43 &邑 通

野菜の健康効果

野
菜
を
と
ろ
う

日
本
人
の
食
事
が
高
脂
肪
、
高
た

ん
L
H
、
低
繊
維
の
欧
米
風
に
な
っ
た

結
果
、
成
人
病
が
、
占
え
て
き
ま
し
た
。

か
ん
、
脳
卒
中
、
心
臓
病
な
ど
の
成

人
病
を
防
ぐ

に
は
、
か
ら
だ
の
働
き

を
円
滑
に
す
る
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ

ル
が
い

っ
ぱ
い
の
野
菜
を

一
日
に
少

な
く
と
も

三
百
グ
ラ
ム

〔
緑
黄
色
野

菜
(
ホ
ウ
レ
ン
車
、
に
ん
じ
ん
、
か

ぼ
ち
ゃ
な
ど
)
百
グ
ラ
ム
、
淡
色
野

菜
(
大
根
、
白
菜
、
キ
ュ
ウ
リ
な
ど
)

二
百
グ
ラ
ム
〕
は
と
る
よ
う
に
し
ま

l
v
よ
、
っ
。

塩
分
は
ひ
か
え
め
に

塩
分
の
と
り
過
ぎ
は
か
ら
だ
に
良

く
な
い
と
、
わ
か
っ
て
い
て
も
、
つ

い
濃
い
昧
つ
け
を
好
ん
だ
り

、
漬
物

を
た
く
さ
ん
食
べ
て
い
ま
せ
ん
か
。

嵐
分
の
と
り
過
ぎ
は
高
血
圧
の
も

と
、
高
血
圧
に
な
る
と
、
心
臓
病
や

脳
卒
中
を
引
き
起
、
}
す
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。

塩
分
は

一
日
十
グ
ラ
ム
以
下
を
目

標
に
、
血
圧
の
高
い
人
は

一
日
七
グ

ラ
ム
以
下
に
し
ま
し
ょ
う

。

食品中に含まれる塩分の目安量 (単位:ク・フム)

食 品 塩分 <艮 ロロロ 塩分

※たくあん (30 g) 2.1 ※食パン (8枚切り 2枚) 1.3 

※悔干し(lOg) 2.1 ハンバーグ 3.5 

※あじの F物 (70 g) 2.1 炊き込みご飯 2.5 

※ fこらこ (25 g) 1.7 カレーライス 3.3 

※ 1m煮 (15 g) 1.9 すし(しょうゆー共) 5.0 

※ハム (60 g) 1.7 天井 4.1 

※みそ HI非色 字んそ 5 ~fi史 I! J ) 0.7 フーメン 6.0 

※ Iti辛 (20 g) 2.3 きつねうどん 5.3 

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に

消
火
器
を
/

一
重
信
町
消
防
団
で
は
、
消
火
器
の

一購
入
お
よ
び
詰
め
替
え
の
あ
っ
旋
を

一
行
っ
て
い
ま

す
。

一
近
年
出
火
原
因
と
し
て
目
立
っ
て

い
九一
い
る
天
ぷ
ら
油
に
よ
る
火
災
の
消
火

附
一に
有
効
な
消
火
器
を
こ
家
庭
に
最
低

例
一
一
本
は
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う

。

い
い一
消
火
器
の
購
入
・
詰
め
替
え
を
希

山
一望
さ
れ
る
方
は
、
近
所
の
消
防
団
員

例
一
ま
た
は
重
信
町
役
場
総
務
課
(

宮
六

日
目
一
四
|
二O
O

二
へ
お

問
い
合
わ
せ

州
一下
さ
い
。

町
内一
※
新
規
購
入
分
に
つ
い
て
は
、
今

1

・

州
一回
に
限
り
、
在
庫
不
足
の
た
め
納
品

川
一が
来
年

二
月
頃
に
な
り
ま
す
。

畑
一
消
火
器
斡
旋
価
格
表

下m

，

m
u一
(
平
成
四
年
十

一
月

i
)

側
一
(
単
位

・

円
)

滋

;
I
l
l
-
1
1
1
1
1
1
l
l
l
o
l
l
i
-
-
I
l
l
i
t
-
-
-
-

(

工
・
新
規
購
入

二

型
式
斡
旋
価
修

二
四

一
一
一
、
八

0
0

二

六

問
、
」
ハ
O
O

二
十
四
、
八

O
O

二

二
十
八
、
八

0
0

ご
・
つ
め
か
え

二
型
式
斡
旋
価
格

二

三
二

、
五
0
0

二
四
-
一
、
八

0
0

二

六
一

二、

一
0
0

二
十
一

二、

一一
一0
0

二

二
十
五

、

一
一一0
0

二
泡

一 、

一
一一0
0

一
※
薬
剤
の
有
効
期
限
は
五
年
で
す

。
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税
務
だ
よ
り

保

険

と

税

一
左
の
表
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
計
算
し
合

」
計
し
た
金
額
が

「

生
命
保
険
料
控
除

額
」

に
な
り
ま
す
。
な
お
、
保
険
期

間
が
五
年
未
満
の
い
わ
ゆ
る
生
存
保

険
、
貯
蓄
保
険
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い

る
特
定
の
保
険
等
に
つ
い
て
は
控
除

の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

※

「
個
人
年
金
保
険
」

と
は
、
保
険

料
等
の
払
い
込
み
が
年
金
支
払
い

開
始
前
十
年
以
上
の
期
間
に
わ
た

っ

て
定
期
に
行
う
も
の
で
あ
る
こ

と
、
保
険
の
受
け
取
り
人
が
、
払

い
込
み
を
す
る
者
ま
た
は
そ
の
配

偶
者
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
契
約
の

内
容
が

一
定
の
要
件
を
満
た
す
も

保
険
料
を
支
払
っ
た
と
き
は

生
命
保
険
や
個
人
年
金
保
険
の
保

険
料
を
支
払
う
と
「

生
命
保
険
料
控

除
」

と
し
て
、
ま
た
火
災
共
済
等
の

損
害
保
険
の
保
険
料
を
支
払
う
と
、

「

損
害
保
険
料
控
除
」

と
し
て
、
所

得
税
や
住
民
税
を
計
算
す
る
と
き
に

所
得
金
額
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す

。

O

生
命
保
険
料
控
除

生
命
保
険
を
個
人
年
金
と
そ
れ
以

外
の

一
般
の
生
命
保
険
と
に
分
け
、

J~、の'f' し幸良広(5) 

支払った個人年金保険料および一般の生命保険料と控除額

住民税の控除額

15 . 00C円までー|保険料の全級

1 5 ， OOOlll を超え 25 ， OOC 問までー|
l 保険料';-2+7 ， 500向

25 ， 000円を超え 40 ， 000円まで

4O ， OOO III を itli え 50 ， OOOlLJ まで
!保険料.;- 4 + 17 ， 500円

50 ， OOO l Y を越え 70 ， 000円まで

支払った保険料の合計縦

保 険料の令 官i(

所 得税の tF 除矧

i料金料.;- 2 +12 ,500 Jl I 

35 ,OOO fLl 
70 ， 000円を超え 100 ， 000円まで

f~~((( lh 4 + 25 ,000 111 

IOO ， OOOfll を必える場合50 ,0001"1 

支払った短期損害保険料と控除額

保険料 の全 ðii

住民税の控除額
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支払った保険料の合 ?Hlí

1 ， OOOF'I をおえ

所得税の作除 ðH

500lg 

3 ， OOOiII を越え

2 ， 000111 を越え
f~~(((fヰ .;- 2 + I ,OOOIY 

の
に
限
り
ま
す
。

O

損
害
保
険
料
控
除

損
害
保
険
を
長
期
損
害
保
険
と
そ

れ
以
外
の
短
期
損
害
保
険
と
に
分
け
、

左
の
表
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
計
算
し
合

計
し
た
金
額
が
「
損
害
保
険
料
控
除

額
L

に
な
り
ま
す
。
但
し
、
所
得
税

一
万
五
千
円
・

住
民
税

一
万
円
の
最

高
限
度
額
が
あ
り
ま
す

。

※

「

長
期
損
害
保
険
」
と
は
、
保
険

期
間
や
共
済
期
聞
が
十
年
以
上
の

契
約
で
、
満
期
返
戻
金
な
ど
を
支

払
う
旨
の
特
約
が
あ
る
も
の
を
い

い
ま
す
。

O

控
除
を
受
け
る
に
は

2 ， 000円
4 ， OOOJTI を超える場合3,0001 '1 

支払った長期損害保険料と控除額

住民税の娃除額

5 ， 000円までレ|保険料 の全額

10 ， 0001司までー|
一一一一一→保険料.;- 2 + 2 ， 500円
1 5 ， 000円 まで

20 ， OOWI まで

20 ， ooorrl を超える場合
10 ， 000阿

支払 っ た保険料の合 ~I' WR 

10 ， 000['1 を超え

15 ， 000111 を越え

5 ， OOO Jll を迎え

所得税の作除官(i

i料金利ーァ 2 + 5,OOO Jlj 

15.00QjTI 

保険料 の令 官目

保
険
契
約
を
し
て
い
る
保
険
会
社

.

農
協
・

組
合
等
の
支
払
保
険
料
や

掛
金
な
ど
の
証
明
書
を
、
年
末
調
整

・

確
定
申
告
の
と
き
に
、
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

年
金
だ
よ
り

年
金
制
度
は
世
代
と
世
代
の

助
け
合
い
の
仕
組
み
で
す

人
生
八
十
年
時
代
を
迎
え
、
ま
す

ま
す
進
む
高
齢
化
社
会
に
向
け
て
、

こ
れ
か
ら
の
老
後
生
活
の
問
題
は
、

社
会
全
体
で
考
え
、
お
互
い
に
助
け

合
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
な
ど
の
公
的
年
金
は
、

私
た
ち
の
暮
ら
し
に
と
っ
て
、
今
ゃ

な
く
て
は
な
ら
な
い
制
度
と
な
っ
て

い
ま
す
。

若
い
世
代
が
保
険
料
を
負

担
し
て
、
お
年
寄
り
の
世
代
を

支
え

、

自
分
た
ち
が
年
を
と
っ
た
と
き
は
、

次
の
世
代
の
人
々
に
よ
っ
て
支
え
て

も
ら
う
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
「
世
代

と
世
代
の
助
け
合
い

」

の
し
く
み
で

す
。若

い
と
き
か

ら
国
民
年
金
や
厚
生

年
金
な
ど
に
加
入
し
、
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
は
、
今
の
時
代
の
お
年
寄

り
を
支
え
る
だ
け
で
な
く
、
自
分

た

ち
の
老
後
の
生
活
を
確
か
な
も
の
に

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

老
後
を
安
心
し
て
暮
ら
す
に
は
、

経
済
的
な
保
附
が
不
可
欠
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
凶

民
年
金
な
ど
公

的
年
金
が
安

心
し
て
頼
れ
る
制
度
で

あ
る
た
め
に
、
年
金
制
度
を
正
し
く

理
解
し
、
若
い
と
き
か
ら
し

っ
か
り

と
し
た
生
活
設
計
を
し
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
す

。

六
十
五
歳
ま
で
国
民
年
金
に

加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

国
民
年
金
は
二
十
歳
か
ら
六
十
歳

未
満
の
方
を
加
入
の
対
象
に
し
て
い

ま
す
が
、
年
金
を
受
け
る
た
め
に
必

要
な
期
間
(
受
給
資
格
期
間
)
が
不

足
し
て
い
る
方
や
、
受
給
資
格
期
間

を
満
た
し
て
い
て
も
、
過
去
に
保
険

料
の
未
納
期
間
や
免
除
期
間
が
あ
る

た
め
年

金
額
が
減
額
さ
れ
る
方
は
、

六
十
歳
か
ら
六
十
五
歳
に
な
る
ま
で

の
問
、
国
民
年
金
に

「

任
意
加
入
」

し
て
加
入
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

特
に
年
金
を
受
け
る
た
め

の
不
足

期
聞
が
五
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
任
意

加
入
す
る
こ
と
に
よ

っ

て
年
金
受
給

に
結
び
つ
く

こ
と
に
な
り
ま
す

。

但
し
、
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
の

加
入
者
や
既
に
国
民
年
金
の
老
齢
基

礎
年
金
を
繰
り
上
げ
て
受
け
て
い
る

方
は
任
意
加
入
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん

。

加
入
は
申
し
出
た
月
か

ら
に
な
り

ま
す
の
で
、
手
続
き
が
遅
れ
る
と
そ

れ
だ
け
加
入
の
期
間
が
短
く
な
り
ま

す
。斗ハ

ト

践
に
な
る
前
に
、
ご
自
分
の

加
入
期
間
に

つ
い
て

時
認
す
る
こ
と

も

必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。



(6) 

学
校
週
五
日
制
が

ス
タ
ー
ト
し
て

ぷ、

次
の
世
代
を
生
き
る
子
供
た
ち
に

は
、
新
た
な
文
化
を
創
造
す
る
た
め
、

豊
か
な
個
性
や
創
造
性
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

と

こ
ろ
が
、

今
日
、
無
気
力
や

引

き
こ
も
り
が
ち
な
子
供
が
増
え
て
い

る
の
で
は
な
い
か
、
ま
た
、
人
間
関

係
が
乏
し
く
、
自
然
体
験
が
不
足
し

が
ち
で
、
豊
か
な
心
が
育
っ
て
い
な

い
の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。そ

こ
で
、
こ
の
よ
う
な
課
題
を
解

決
す
る
た
め
に
、
学
校
・

家
庭
及
び

地
域
社
会
が

一
体
と
な
っ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
教
育
機
能
を
発
揮
し
て
、
子

供
が
ゆ
と
り
を
持
ち
、
削
剣
州
制
刻
叶

削
到
州
州
司
副
到
州
制
割
引
刻
刻
引

制
刻
刻
剖
剖
叫州
川
副
判
叶
叫
利
引

こ
と
を
目
指
し
て
出
発
し
た

の
が
、

学
校
週
五
日
制
で
す

。

本
町
に
お
い
て
も
、
こ
れ
に
対
応

す
る
た
め
、
早
く
か
ら
幼
・
小
・
中

学
校
で
綿
密
な
計
画
の
も
と
児
童
・

生
徒
の
指
導
と
、
保
護
者
の
啓
発
に

努
め
る

一
方
、
各
小
学
校
区
毎
に
、

各
方
面
の
代
表
の
方
々
の
ご
参
集
を

得
て
、
校
区

別
学
校
週
五
日
制
推
進

会
議
を
組
織
し
研
究
し
て
参
り
ま
し

JJ』
O

そ
こ
で
、
こ
の
日
を
砂
ふ
れ
合
い

の
目
。
と
定
め
、
刻
川
州
制
割
引
引

く
、
新
し
い
時
代
を
担
う

子
供
た
ち

を
中
心
に
据
え
、
子
供
た
ち
が
ゆ
と

の'1' し幸良広

り
を
持
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を

し
、
個
性
を
伸
ば
し
、
充
実
し
た
生

活
を
営
め
る
よ
う
な
条
件
整
備
に
努

め
て
来
ま
し
た
。

以
下
、
九
月
の

。
ふ
れ
合
い
の
目
。

を
終
え
て
の
子
供
た
ち
の
よ
う
す
や
、

保
護
者
の
感
想
の

一
部
を
紹
介
し
ま

す
。

一
・

当
日
家
に
い
た
児
童

・

生
徒
:
:
:

・
・

・

・
四
一一一・
四
%

一
-

友
だ
ち
と
遊
ん
だ
り
ス
ポ
ー
ツ
な

ど
を
し
た

0

・
・
・
・
・
・・
・
・三
ニ・
八
%

一
-

家
で
自
由
に
過
ご
し
た

0

・
・
一邑
・
九
%
一

一

・
家
族
と
小
旅
行
や
ハ
イ
キ

ン
グ
な

ど
を
し
た

0

・
:
:
:
:

一五
ム
%

一

-
家
の
手
伝
い
を
し
た

O

E
-
-九
二一%

一
・

そ
の
他

〈
保
護
者
の
感
想
〉

:
・
・

一
部
抜
粋

O

金
曜
日
の
夜
か
ら
母
子
共
に
ゆ

つ
く

り
過
ご
せ
て
よ
い

。

自
由
に

や
り
た
い
事
を
さ
せ
た
い
。

O

翌
日
が
休
み
だ
と
遠
出
が
で
き
、

思
い
き
り
体
を
動
か
し
、
満
足
し

た
よ
う
す
だ
っ
た
。

O

あ
ま
り
気
質
わ
ず
自
然
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

O

中
央
青
年
の
家
主
催
の

「
レ
ク

リ
ェ

l

シ
ョ
ン
焼
き
も
の
づ
く
り
」

に
親
子
で
参
加
し
た
。

O

子
供
の
喜
び
そ
う
な
事
を
す
る

だ
け
で
な
く
、
庭
の
土
い
じ
り
、

草
引
き
、
散
歩
な
ど
親

子
で
過
ご

す
時
間
と
し
て
大
切
に
し
た
い
。

O

親
子
四
人
で
、
往
復
四
十
キ

ロ

の
道
の
り
を
自
転
車
で
走
っ
た
。

O

ゆ
と
り
と
は
、
親
が
決
め
つ
け

た
り
、
計
画
を
立
て
た
り
す
る
の

で
な
く
、
子
供
を
自
由
に
の
び
の

び
さ
せ
る
中
か
ら
生
ま
れ
る
も
の

だ
と
思
う

。

(
紙
面
の
都
合
上
以
下
略
)

こ
れ
ら
の
感
想
の
ほ
か
に

。

家
庭
に
親
が
い
な
い
子
供
は
、

ど
う
し
た
だ
ろ
う
か
。

O

土
曜
日
に
母
親
が
働
い
て
い
る

家
庭
の
子
が
妹
さ
ん
と
遊
ん
で
い

る
の
を
見
か
け
た
。
等
々

残
さ
れ
た
課
題
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
各
学
校
を
核
と
し
て

校
区
別
の
推
進
会
議
で
、
現
状
と
そ

の
対
応
に
つ
い
て
研
究
願
い
、
保
護

者
が
家
庭
に
い
な
い
子
供
た
ち
に
つ

い
て
の
対
応
の
在
り
方
な
ど
を
、
さ

ら
に
具
体
的
に
考
え
て
い
き

、

す
べ

て
の
子
供
た
ち
が
、
有
意
義
な
休
日

を
過
ご
せ
る
よ
う
対
応
い
た
し
ま
す

。

雇用保険“さわやか受給"推進月間
11 月 1 日"-' 11 月 30 日

一一雇用保険 さわやか受給で

明日へトライ 一一一
0 雇用保険の失業給付は、失業した労働

者の生i舌の安定を図り、再就織を促進す

ることを目的としています。

。 雇用保険の正しい理解と不正受給の |坊

I卜にご協力をお願いし ます。

J、ローワークヰ公山
松山市宮田 IHTl 88-6 TEL32-1010 

エプロンがあれば便

健康づくり料理講習会

健康な体を維持するためには、バランスのとれた

食生活を心がけることが大切です。そのためには、

1 日 30品目以上の食品を食卓にのせることも 一つの

方法です。

r 1 日 30品目を目標に」 と い うテーマで健康づく

り料理講習会を下記の通り開催します。

皆さんおさそいあわせの上、おこし下さい。

対象 住民

料金 無料

健康手帳(タッ パ一、

利です)

希望者には血圧測定を行、、ます。

離乳食は、母乳・ ミルクで不足する栄養を補 っ て、

無理なく幼児食へと移行してし、くための準備食です。

離手L食学級では、月齢にそった、手軽で簡単な離

礼食のっくり方 ・ すすめ方を学習し、調理等を見学

実習 します。

離礼食の不安を解消し、より身近なものとなるよ

う、学級を開催しますので、ぜひ、赤ちゃんとご一

緒にご参加下さい。

日時 12月 10 日 (木)

午後 2 時-3 時30分

重信町民全館

平成 4 年 8 月 ・ 9 月生まれの児

栄養士 ・ 保健婦

無料

母子手111長

。講義 (離手し食のスタートとすすめ方)

。調理の見学実習

。 試食 ・ 質疑応答

r 1 日 30 品目を目標に」
ご案内離乳食学級の

持参品

その他

場所 ! 内 容

ト e栄養士の話
I rノぐランスのとれ

北町fJ I た食事について J I 
ト保健婦の l活

公民館 1 r 日常の健康管J'm I 

l について j I 
|・羽f型実習、試食 | 

tm llt l時間

10: 00-

受付時間

日: :lOー12 月 7 日

3
 

1
 

J
 

場所

対象

担当

料金

持参品

内容
12 : :30 10 : 00 (月)
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J引
J
内
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一
千
田
あ
い
高
塚
聡
一
松
本
京
子
虞
鍋
弥
生
一
山
下
尚
子
山
本
倍
矢
一
(
い
問
ハ
リ
切

一
片
品
工
康
弘
曽
我
部
昭
好
一
高
橋
恭
子
千
葉
晃
寛
一
水
成
晃
水
本
理
英
一

(凶
門l
u
Mゆ
一
大
木
畑
由
夏
葛
原
佐
代
子

一
高
岡
早
苗
渡
部
俊
信
一
寺
津
主
徳
丸
大
一
安
平
久
美
山
内
信
樹
一
石
岡
淳

一
郎
大
北
佐
代
子
一
葛
原
椎
美
白
石
昇

一
和
田
由
紀
子
一
土
居
は
る
か
中
村
香
一
山
尾
こ
ず
え
山
村
知
也
一
大
北
智
子
大
西
圭
一
西
原

雪
絵
藤

川

大

一
心

細川
ハ
川
凶)

一
中
矢
雄
二

長
田
恵
子
一
山
本
和
枝
古
里
雅
美
一
大
西
忠
黒
河
亜
紀
一
松
田
し
爪
山
内
ー
ー
ー

一
相
原
麻
美
磯
金
豊
一
西
村
紀
子

西
村
佳
恵
一
和
策
由
美
子
渡
部
亮
一
近
藤
直
子
武
智
み
は
一

ハは
||
|
駄
じ

一佐
々
木
剛
恒
岡
寛
子
一
橋
本
朋
子
深
井
め
ぐ
み
一

(門
川
闘

し

一
露
口
弥
世
中
野
純

二
菅
崎
祐

一

高
須
賀
愛

一恒
岡
真
紀
恒
岡

三
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水
田
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内
茂
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今
井
宣
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井
裕
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山
内
賢
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誠
治
一
林
弘
美
森
智
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恒
岡
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宮
内
佳
樹

宮
脇
恵
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上
岡
直
彦
江
戸
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弓
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田
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渡
部
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内
寛
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渡
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貞
仁
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井
仁
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ぞ
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大
瀧
俊
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大
西
隆
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門
岡
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Q
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一
和
田
加
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和
田
真
帆
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土
口
尾
憲
二

由
本
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一
大
西
徹
大
西
幸
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上
原
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喜
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笠
原
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青
井
倫
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上
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一
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光
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仁
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友
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司
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加
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一
仲
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浦
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お
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玉
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史
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ω
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門
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束
裕
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一
橋
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一
大
平
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清

水

真
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一

(比
|
|
L
e

一
高
須賀
詠
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寺
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淳
亮

一
相
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江
美
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尾
美
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岡
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藤
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美
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口
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合
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木
下
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美
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一
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池
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祐
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池
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紀
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岡
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一
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知
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岡
真
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戸
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松
本
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水
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塚
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光
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什
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介
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史
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司
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潤
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史
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弥
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相
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樹
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健
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塩
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卓

松
明
憲
一
谷
口
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築
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津
子

一
藤
本
望
美
松
岡
憲
弘
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束
浩

一
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見
和

子
柴
宏
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一
永
易
弓
枝
西
高
恵
未
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三

谷
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宮
脇
志
乃
布
一
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凶
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一白
戸
秀
典
仲
野
賢
治
一
早

川

亜
希
林
恵
美
子
一
明
賀
和
美
村
悶
博
美
一
佐
藤
恵
理
佐
藤
理
奈
一

一
末
光
知
城
杉
本
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紀
-
細

川
由
紀
子
松

岡
由
恵
一
森
信
治
森

川

典
保

一

成人式を
むかえる方ヘ
成人式該当者は

昭和47年 4 月 2 日から
昭和48年 4 月 1 日生まれの方

ぶの'1' 

晴
れ
の
門
出
を
す
る
新
成
人
を
迎

え
、
そ
の
前
途
を
激
励

・

祝
福
す
る

た
め
、
明

春
一
月
十
五
日
、
町
民
会

館
に
お
い
て
成
人
式
を
挙
行
し
ま
す
。

十
二
月
末
ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ

で
本
人
あ
て
に
案
内
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
出
席
下
さ
い
。

な
お
、
勤
務
や

学
校
の
都
合
で
町

外
に
居
住
し
て
い
て
も
「
ふ
る
さ
と

重
信
L

の
成
人
式
に
参
加
し
た
い
方

ま
た
、
下
記
の
名
簿
に
記
載
さ
れ
て

い
な
い
方
は
、
社
会
教
育
課
(

包
六

凹

一
五
O
O
)
ま
で
連
絡
し
て
下

さ
い
。

し報広

(
名
簿
は
、
十
月

-

日
現
在
の
住

民
票
に
よ
る
も
の
で
す

。

)

(7) 
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そ
れ
ぞ
れ
が
輝
く
た
め
の

制
度
で
す

ー

職
場
に
介
護
休
業
制
度
を
|

高
齢
化
、
核
家
族

化
を
背
景
と
し

て
、
介
護
の
問
題
が
社
会
的
に
大
き

な
関
心
を
集
め
て
い
ま
す
。

働
く
人
が
、
雇
用
を
継
続
し
つ
つ
、

自
ら
家
族
の
介
護
が
行
え
る
よ
う
、

企
業
に
お
け
る
介
護
休
業
制
度
等
の

整
備
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

労
働
省
で
は
、
介
護
に
関
す
る
企

業
内
福
祉
制
度
の
普
及
を
促
進
す
る

た
め
、

「
介
護
休
業
制
度
等
に
関
す

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

」

を
策
定
し
ま
し

た
。
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
企
業
が

最
低
限
導
入
す
べ
き
制
度
の
あ
り
方

を
示
し
た
も
の
で
す
。

介
護
休
業
制
度
は
、
企
業
に
と

っ

て
は
人
材
確
保
の
効
果
を
も
た
ら
し
、

労
働
者
に
と
っ
て
は
家
庭
生
活
と
職

業
生
活
の
両
立
が
図
れ
る
等
の
メ
リ

ッ
ト
が
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
高
齢
化

社
会
を
支
え
て
い
く
上
で
、
是
非
と

も
必
要
な
制
度
で
す
。

介
護
休
業
制
度
の
内
容
及
び
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、
愛
媛
婦
人

少
年
室
(
松
山
市
辻
町

二
|
三
六

電
話
O
八
九
九
|

二
四
|

六
七
七
二

へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

心の健康フェスティバル
(第30回愛媛県精神保健大会)

0 日時平成 4年 11 月 17 日 (火) 10時-15時

0場所 重信町町民会館

0内容

女式典(10 : 00 -10 : 40) 

*心の健康 Q&A (10:40-12:00) 

女心の健康まつり(11:00 -15 : 00) 

ふれあいバザー、展示・即売コ ーナ一、心の健

康相談コーナ一、パネル展示

※掘り出し物も多数用意されています。
女心の健康大学 〈講演> (13:30-15:00) 

講師:埼玉県立精神保健総合センター

地域保健局長兼診療局長 渡嘉敷
0 お問い合わせ先

松山市一番町 4 丁目 4 - 2 

愛媛県保健環境部保健指導課
fi0899-41-2612 

ご近所お誘い合わせのうえ、

H尭

お気軽に参加くださ

年末資金はお早めに/ゆとりある生活実現のための ~

住宅資金貸付金制度の御案内 ; 

(マイ ホーム建設促進特別貸付制度~---__! 
国民金融公庫松山支店では、年末資金の申し込みを受

け付けしております。 このたび、総合経済対策の一環 とし

ての緊急融資でご融資領が大幅にアップしました。

年末商品仕入資金や、買掛金 ・ 手形決済、ボーナス支

払等の資金に国民金融公庫の資金をご活用ください。

〈事業資金融資の概要〉 (和l半は平成4'1' 1010J 141JIJUE) 

中小企業の方の事業資

金一般

業経や耳xt且 l商品の変更

むどを行われる場合の

お使いみちの1日j利 率(年)

5.7-

ご返済期間

設備10年以内

運転 5年以内

ご融資額

4,000 

7í円以内

国の事業

ローン

傾矧

6.0% 

経常改

貸付 JïFLj以内

(i主) r国の事業ローン 」 および「経営多角化ローン」については、上

記のご返済晃111m を越えるお取扱いをご希望の場合は、ご相談くださ L 、。

〈緊急融資の概要〉

愛媛県では、住宅を新築購入する方の初期負担を軽減
するため借入資金の一部を低利で融資し、ゆとりある生
活の実現と地域の活性化を目ざして本制度を創設いたし
ました。
この制度は特別対策のため、平成 6年度末までの取扱

いとなっています。
制度の概要は次のとおりですので、ご利用下さ い。

1 . 貸付の対象者 ・ 県内に自 らの居住する住宅を新築

購入する方

-償還能力のある方

-住宅金融公庫の融資を う ける住宅
. 400万円

・ 当初 5 年間 年利4 . 0%
6 年目以降は、民間住宅 ロ ー ン固

定金利相当
. 20年以内(繰上げ償還可)

- 元利均等月 賦償還又はこれと半年

賦償還併用
- 伊予銀行、愛媛銀行、農業協同組

合(県信連)
(※ 申し込みが予定貸付枠に達し た場合は 、 受付しな1
い場合がありますのでご承知願います。 )

2. 貸付対象住宅
3 . 貸付限度額
4. 貸付利率

商工会議所 ・ 商工会の

推薦による事業資金

設備資金

5.4% 

20年以内

m: f揃 5年以内

運転 3年以内

6.000 

万円以内

500 

経営多角化

ノ口 一

(無担保・ 無保証人)
主主
回

5. 償還 期間
6. 償還 方法

7 . 申し込み窓口

国の卒業 ロ ー ン 緊急特例限度貸付と して別枠 2 ， 0007j円以内

経営多角化ローン 緊急特例限度貸付として別枠 3 ， 000万円以内

経営改善貸付 緊急経営改善貸付として別枠 100万円以内

商工会議所 ・ 商工くわしくは、国民金融公庫のほか、

会でご相談ください。

国民金融公庫松山支店
千790 松山市三番町 6 一 7 -3 

fi(0899)41-6148 融資相談係

詳細は、 下記の窓口にお問い合わせ下さい。

0取扱金融機関の窓口
伊予銀行本店 (fi0899臼])1 141間)及び各支店
愛媛銀行本店 (fi0899(33)l 111刊)及び各支店

愛媛県信用農業協同組合連合会本会
(宮0899附5246 ・ 5292-3) 及び各l操協

0愛媛県土木部建築住宅諜 fi0899(41)2111附 ( 3471 
0 愛媛県各地方局
松山地方局建設昔日建築指導課 fi0899臼 1)1 111附

愛媛県土木部建築住宅課
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* * 食 1 日時 1 1 月 21 日 (土) 10: 00 -17 : 00 交

交 22 日 (日) 9: 00-15 : 30 公
立 2 場所 愛媛県県民文化会館 ・ 愛媛県農業試験場跡地 大
~ 3 催し物 ふるさと物産展、パノラマ展、技術 ・ アイデ千

二 ィア展、ふるさと感謝の広場、愛媛の食と文え
す 化展、ふるさと市コーナ一、ちび、っこ広場他 去

なななななななななななななな*********ななな

水
道
だ
よ
り

ご融資傾 学生 ・ 4:1.走お - - 人につき 1507i ド l以内

平1) 率 年5 . 7% ( 11 月 2 日から)

ご返済問1i11
1書J校、短大、専修学校、各種学校など・ 0 ・ 5 年以内
大学、 i官洋平などー 6 年以内

1~; flJ. J切 Ill) 在学j切 1111以内で冗金MtID:可能。ただし、最長4if- 。

{拭 自l (Rt)教脊資令融資保証基 ftt または保~iE 人 (1 :名以ヒ)

「国の教育ローン」のご案内
l玉IR金融公庫では、高校、 t'i.大、大学等への入学費用や、丘学

"1" の佼業率、l などの校fIlを倣tをする r l:.1の教育ロ ン」の申し込み
を受け iõl けして い ます。

お 10J !.、合わせ先

I :!<I L(金似公w松 1 11 文 J，li fiOtl99(4 1 )614日初当教育ロ ン係

量
水
器
(
メ
ー
タ
ー
)
の
取
替

町
営
水
道
で
使
用
し
て
い
ま
す

量

水
器
は
計
量
法
に
基
づ
き
取
替
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

町
内
の
指
定
業
者
に
よ
っ
て
取
替

工
事
を
実
施
し
ま
す
。

該
当
の
お
宅
へ
ま
い
り
ま
し
た
際

は
ご
協
力
下
さ
い
。

万

一
お
留
守
の
場
合
で
も
場
所
に

よ
っ
て
は
取
替
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
木
知
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。工

事
期
間

平
成
四
年
十
月

二
十
日
か
ら

平
成
五
年

一
月

二
十
日
ま
で

ご使用できるのはトイレットペーパーだけ。

物を乗せないて"ください。
補強工事力、していない場合は、

浄化憎の上部に大きな荷重令

かけないで〈ださ L' ，

浄化槽を正しくご使用いだだくだめに

活泥の引き按きは定期的に。

政障の原因となります
力、勺、トイレントベー

'‘一以外のもの(紙
針むつ、テインンユベー

パ 、新聞紙、補生用品、

タパコの吸いがらなど)

は流さないでください "

汚泥の引き抜き時期(通常年 1

回程度)には槽の清掃モ メヨ。
お闘いします の

ぷ、の~f' 

県
立
宇
和
島
専
修
職
業
訓
練
校

一

平
成
五
年
度
訓
練
生
募
集

…

応
募

資
格

〈

三
卜

歳
以
卜
、
中
卒
者
以
上
(
平
成
r
H

~

年

三
円
卒
業
見
込
み
の
者
を
合
む
)

ゲ

願
書
受
付
期
間

ヤ

平
成
四
年
卜

二
日

一
H
ω
1

山

平
成
五
年

一
月

一
.

一1

一
日
間

山

定
員
及
び
内
容
な

ど

ん

電
気
工
事
科

4

-
t

名
(
川
口
℃
、
工
場

~

等
の
配
線
及
び
設
計
な
ど
)
吋

(
特
典
・
第
二
位
電
気
工
事
上
免
状
)

}

木
工
科
十
名
(
機
械
、
総

工
具
の
取
山

J

ぬ
い
及
び
家
具
‘
建
具
等
裂
作
)

ム

~

(
特
雌
三
木
材
加
工
問
機
械
作
業
i

任
受

ん

~

議
資
仙
一
部
免
除
)

ん

〉

修
業
問
問

一
年

日

一

段
業
料
、
完
封
貨
は
無
料
(
述
隔
地
牛

小

い

徒
の
人
情
京
加
燃
料
設
備
有
リ
)

一

A
入
校
選

考
日

A

~

千
成
石
川
均

六
川

l
h
町
(
常
識
山
口
皮
の
凶

ん

可

制
.
数
学
、
社
会
と
刷
出
柑
選
考
)

，

V
実

地
場
所
及
び
照
会
先

~

山

干
じ
九
八
宇
和
島
市
柿
阪
神
/
前
じ

〉

山

8
0
八
九
一
h

-

1
1

4

間

一

日

一

愛
媛
県
し
1
1
1

利
幻
呼
修
職
業
訓
練
校

へ

し報

トイレ掃除に塩酸は使用しない。
，先，争には微生物の{動きの
妨げとなる劇薬、塩酸、殺
虫剤、等の使用はおやめ

itA.") (日い』

広

全匝|の刑務所では、社会復帰を目指

して各種の作業に励んで、いる数多くの

人々がいます。

こうした作業の成果である刑務所作

業製品を一般社会の人々に広く紹介し、

矯正行政に対する御理解を得るため、

F記のとおり刑務所作業製品展示即売
会が開催されます。

記

平成 4年 12 月 13 日 (日)

午前 9 時から午後 2 時まで

松山刑務所

温泉郡重信町大字見奈良
1243-2 

電話 (0899) 64 -3355 

各種タンス ・ 食器棚等の木工

製品、紳上靴・ 財布等の革製

品、 l味噌、醤油、漆器類他多数

刑務所作業製品展示即売会
開催の御案内

電源は切らないでください。

浄化櫓は24時間運転
です。電源は絶対に切
らないで〈ださい

所

時

即売品

(9) 

場

日
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手口

事女

同

ョ~
同

...-.l-> 

部
落
差
別
解
消
の
取
り
組
み

|

|

戦
後
の
歩
み
|

|

昭
和
二
十
年
八
月
、
日
本
は
、
終

戦
を
き
っ

か
け
に
社
会
が
大
き
く
変

わ
っ

て
い
き
ま
す

。

戦
後
、
い
ち
早
く
部
品
差
別
解
消

の
動
き
と
し
て
出
て
き
た
の
は

、

部

落
解
放
運
動
で
し
た

。

こ
れ
は
戦
前

の
水
平
社
運
動
の
流
れ
を
く
む
も
の

で
、
「部
落
解
放
全
国
委
員
会
」
と
し

て
再
出
発
し
た
の
が
昭
和

三
十

一
年

の
会
の
こ
と
で
す

。

こ
の
運
動
は
、

依
然
と
し
て
桟
る
差
別
事
象
や
差
別

の
実
態
を
指
摘
す
る
な
か
で
、
行
政

や
教
育
の
場
で
の
取
り
組
み
を
要
請

し
て
い

く

こ
と
に
な
り
ま
す

。

や
が
て
、
教
育
に
お
い
て
も
取
り

組
み
が
始
ま
り
ま
す

。

戦
後
新
し
く

発
足
し
た
新
制
中

学
の

γ小
就
学
生
徒

の
問
題
な
ど
に
そ
の
端
を
発
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
食
植
難

・

就
職
難

の
し
わ
ょ
せ
を
受
け
た
同
和

地
区
の

人
々
の
な
か
に
は
、
勉
強
す
る
時
間

が
あ
れ
ば
働
く
ほ
う
が
よ
い
と
い

っ

た
実
態
が
で
で
き
て
、

r
小
就
学
生
徒

の
多
い
状
況
に
あ
り
ま
し
た

。

そ
れ

を
解
消
す
る
た
め
に
は
、
就
学
体
制

を
整
え
る
こ
と
や
差
別
を
払
し

よ
く

す
る
教
育
の
必
要
性
が
叫
ば
れ
、
戦

後
の
同
和
教
育
が
各
地
で
め
ば
え
て

き
ま
す

。

そ
し
て
、
同
和
教
育
を
研

究
し
た
り
、
実
践
す
る
関
係
者
が
集

ま
り
、

昭
和
二
十
八
年
「
全
国
同
和

(J) げし報広

教
育
研
究
協
議
会
」
が
組
織
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
ら
の
動
き
が
き
っ
か
け
に

な
っ
て
、
各
教
育
の
分
野
で
の
取
り

組
み
が
進
展
し
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

-

方
、
行
政
に
お
い
て
も

差
別
の

実
態
を
放
置
で
き
な
い
と
い
う
動
き

を
受
け
て
対
策
が
行
わ
れ
て
い
く
よ

う
に
な
り
ま
す
。
そ
の
大
き
な
進
展

の
契
機
に
な
っ
た
の
は
、
昭
利
一
一
十

六
年
京
都
市
で

起
き
た
「
オ
ー
ル
ロ

マ
ン
ス
事
件
」
で
し
た
。

こ
れ
は
、

「
オ
l

ル
ロ
マ

ン
ス
」
と
い
う
雑
誌

に
崎
仙
制
さ
れ
た
被
差
別
部
落
の
午
活

内
容
を
題
材
と
し
た
小
説
が
も
と
に

な
っ

て
、
差
別
の
具
体
的
な
実
態
が

明
ら
か
に
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
の
行
政

施
策
の
在
り
克
が
問
題
と
な
り

'行
政

の
責
任
が
間
わ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た

の
で
す

。

こ
の
間
、
附
和
-

一卜

六
年
卜

e

川
、

同
和
行
政
を
推
進
す
る
た
め
、
関
係

府
県
等
の
行
政
関
係
省
が
集
ま

っ
て

協
議
す
る

「
全
国
同
和
対
策
協
議
会
」

が
結
成
さ
れ
て
、
全
国
的
な
協
調
を

凶
る
引
き
が
出
て
き
ま
す
。

ま
た
、

凶
で
も
昭
和

二
十
八
年
、
戦
後
初
め

て
同
和
対
策
事
業
と
し
て
予
算
を
計

上
し
て
施
策
を
行
っ
て
い
く

こ
と
に

な
り
ま
す

。

政
府
は
昭
和
三
十
三
年
、
内
閣
に

「
同
和
問
題
閣
僚
懇
談
会
」
を
設
け

て
、

関
係
各
省
庁
の
行
政
施
策
の
な

か
に
部
落
差
別
解
消
の
た
め
の
対
策

を
と
り
入
れ
る
た
め
の

「
同
和
対
策

要
項
」

を
決
め
た
り
、
ま
た
、
総
合

的
な
対
策
を
行
う
た
め
の
審
議
会

一

!
!
i
l
i
l
i
-
-
1
1
1
1
J

設
置
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
検
討

一

B
L

た
め
で
し
ょ
う

川

一

さ
れ
ま
し
た

。

そ
し
て
、

昭
和
三
十
一
議
幽

フ
ド
ウ
酒
の
楽
し
み
た
は
、

一

五
年
に
「
同
和
対
策
審
議
会
設
置
法
」
一
段
踊い
ろ
い
ろ
な
説
が
あ
り
ま
す

η

赤
一

が
制
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す

o

'

U
剖
比

一

1
6

と
自
の
飲
み
分
け
に
つ
い
て
も
、
一

こ
う
し
て
、
部
落

差
別
を
解
消
す

る

←

た
め
の
方
策
を
審
議
す
る
場
が
設
け

一
秋
一
か
深
ま
る
と
、
フ
卜
ウ
酒
の
肉
に
は
赤
、
魚
に
は
白
と
か
、
色
…
一

ら
れ
る
と
と
も
に
、
国
の
対
策
事
業

一
新
酒
が
話
題
に
な
り
ま
す

。

国
産
介
類
に
赤
は
い
け
な
い
と
か
、
各
一

充
実
へ
の

足
が
か
り
が
で
き
て
い

っ

~は
十
一
月
に
入
る
と
店
頭
に
並
び
、
自
の
好
み
で
構
わ
な
い
な
と
、
さ

一

た
の
で
す

。

一
ヨ
ー
ロッ
パ
か
ら
の
輸
入
物
は

、

ま
さ
ま
で
す

“

ま
た
味
わ
っ

て
飲
一

一
日本
で
は
十

一
月
の
第
三
木
曜
日

む
に
は
、
グ
ラ
ス
の
足
を
持
っ
て

一

-一
に発
売
店
れ
ま
す

。

光
に
か
5
し
て
色
を
楽
し
み
、
グ

一

一一
フ
ド
ウ
酒
は
、
フ
ド
つ
を
搾
つ
一
フ
ス
を
揺
す
っ
て
香
り
を
楽
し
み
、

一

一一
て
出
る
果
汁
を
発
酵
さ
せ
て

.

.

.

 次
に
少
量
を
口
に
ケ
く
ん
で

、

一

一一
造
る
果
実
酒
で
す

。

最
近
立
、

ヨ
唱
・
・
・
舌の
上
で
転
が
す
よ
う
に
し

一

一一

i

一
一
山
一
圃
・
・

一一
ワ
イ
ン
と
い
う
英
語
で
呼
ぶ

伝
正
・
・
て
ゆっ
く
り
味
わ
う
な

一

一一
は
つ
が
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
で
す

。

嗣
圃
・
ど
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

一

二
ワ
イ
/
と
い
っ
と
、
す
く
フ
札

副
・
・
土
月
は
、
「
ゆ
と
り
創
造一

ι

卜
つ
を
連
想
し
ま
す
が
、
実
恥
細.
.
.
 月
間
」
で
す
こ
れ
令
機
会

一

一…
は
、
ナ
シ
ワ
イ
ン
や
キ
ウ
イ

-
z・
・
に
、
家
族
そ
ろ
っ
て
ゆ
っ
く

…

一一
ワ
イ
ン
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
と

.

.

.

 り
フ
ド
ウ
酒
を
楽
し
む
な
と

、

~

一
あ
り
ま
す

れ

ゆ
と
り
の
あ
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

一

一
以
前
、
日
本
で
は

、

加
糖
し
た
甘
の
創
造
に
つ
い
て

、

考
え
て
み
て

一

一
い
ス
イ

|
ト
ワ

イ
ン
(
昔
は
ポ
ー
は
い
か
が
で
す
か

。

一

一
卜
ワ
イ
ン
と
言
っ
て
い
ま
し
た
)

一
が
王
流
で
し
た

。

し
か
し

、

最
近

A
-

T
V
A

二
リ
し
一ア
一

一

一
は
生
フ
ド
ウ
酒
、
い
わ
ゆ
る
テ
ー
ヤ
礼
子
し
吋
説
得
田

一

一
フ
ル
ワ
イ
ン
が
一
般
的
に
な

っ

て
ト
L
i
J
Lい
\
M
Z
4
4hm
p一

…き
ま
し
た

“

フ
ド
ウ
酒
か
現
在
の
ピ

(
ミ
ペ抽
選
讃
静

一

一
よ
う
に
、
日
常
的
に
わ
た
し
た
ち

F
A
O
-
fr

-

一
Jノ

ヨ
L
F
南
区
一
一

…
の
生
活
に
入
っ
て
き
た
の
は
、
日
一
U
J
Di
u
-
日
h
N
1
当
主

〆

一

一
本
人
の
食
卓
が
豊
か
に
な
っ
た
こ
一

o

主
主
主

]
F
E

一

一
と
と
、
女
性
の
愛
好
者
か
増
え
た

r
i
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
l
j
i
i

し

I ~ :~子訂
容所時￥|

-, H央 fí 長 十四 |
コ l出l 文 信 二回
ス )C IIIJ 月人

号 表史 吾権
お長 (E) 生
J丘 大 言責
し ホ卜 る
る J 集
ご ル |砕 い

議場日 | 

師所持。|

愛訴 +第|
常 信 言五

肖 ;i: 込 孟回
木 iW 会 白人

、ひ自白 (土) ~、

:日大 権
i芋 fít ホ十 三善
進 I f� ~ 

先議ル H寺 坐
生白Ilí

、，
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新刊図書のご案内

〈総記} 0 たけし ・逸見の平成教育委員会ーフジテレビ

0現代を読む一佐高信 〈哲学> 0 地球最後の大奥変一天
地瑞泉 0 いま 「女であ る 」 ということ 一下重暁子《歴史〉
o 古代アンデスの謎一片山容 。 コロ ンブス提管伝一エル

ナンド ・コロ ン 0 ダイアナ妃の真実ーアンドリュー ・モ

一トン 〈社会科学) 0 世界の中の日本一司馬遼太郎 0冷
戦後の世界政治経済一吉田和男 0雲仙噴火の日々一小林

松太郎 0 く証言〉従軍慰安婦・女「勤労挺身隊 伊藤孝

司 () r学校五円 itlJ J でどうなるの一小林美代子 〈自然科

学}o 予防接種なんでもブック ー予防接種研究会 〈工業〉
O OECD環境白書一環境庁地球環境音Il (芸術) 0 バル
セロナオリンピック ー毎日新聞社 〈文学) 0 花に問え一
瀬戸内寂聴 o 白秋 伊集院静 0 大灰色(ピック・グレー )
大沢宣彦 0生きとし生けるもの一小田実 0神々の消え

た土地一北杜夫 0 名妓りの コ ス モ ス一千刈あがた 0 雨月

一平岩弓校 0華やかな誤算一山村美紗 0 人生の習慣 ( ノ、

ビ γ 卜) 一大江健三郎 〈児童} 0 みじかなぎもん図鑑全

十巻 一千葉昇

〈今月の標語〉

0 すべてよき書物を読むこと は、過去のも っ ともすぐれ
た人々と会話をかわすようなものである 。 (デカル卜)

り---* よ?三館童
日

* --- 図
再就職を希壊する女性

老 人・ 病人介護技術

.1t礎看護から老人介議ま での満義と){枚、施

，没訪 ]:Ij 当

平成 4 if12}=J 1 日(火) ー r;:J J 5:rf. 2 月 23 FI (火) まで

の聞の2 1 FI (-tlljil、日 11程及び祝祭日を除 く )

毎 n 9 11寺:30う}- 1 5 11寺:w う〉 まで

- 松山市 I Li越 IIIJ 45 0番I也

愛k以足、 目県4 一k火，↑性|

. 怯山市私一中ー同r 8 番J也 2

松山 rti総介瓶十11 センタ-

30名

無料(教材質一 部自己負f日)

愛媛県女性職業センター

11 月 20 日 (俗

印鍛持参の L-. 、必山市山越Iß['I sO帯地

愛媛県Þ:t1:職業センター(窓口 一 220 1 ) へ申

し込んでドさし、。

老人・病人介護技術講習会
象
目
容

対
科
内

日寺i

定員

受講料

主催

申込締切

申込方法

場

日

ふ
玄

中
央
レ
デ
ィ
ー
ス
学
級

。
す
て
き
な

キ
ュ
ロ
ッ
ト
・
ス
l

ツ
が

で
き
ま
し
た
。

九
月
十
六
・

十
八

・

十
九
日
の
三

日
間
に
わ
た

っ

て
キ
ュ
ロ

y

ト
・

ス

ー
ツ

の
制
作
に
挑
戦
し
ま
し
た

。

手

慣
れ
た
人
、
初
め
て
縫
わ
れ
る
人
、

色
々
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
さ

ん
熱
心

に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
と
て
も
す
ば

ら
し
い
キ
ュ

ロ

ッ
ト
・

ス
ー

ツ
が
で

き
ま
し
た

。

講
師
を
阻
ん
で

の
記
念

撮
影
で
す
。

ささ
んん

(
問
窪
)

(
下
林
)

司
引
か
ら
叉
こ
に
汀
け
て
、

ミ
力
ン
や
力
キ
ガ
お
い

し
い
季
節
を
迎
え
ま
す
。

む
い
疋
皮
を
措
て
て
し

ま
う
万
も
多
い
で
し
ょ

う
ガ
ち
ょ
っ
と
し
た

工
夫
て
喜
ら
し
に
利
用

て
き
ま
す
口

ミ
力
ン
な
と
の
侶
儲
績
は

、

担
持
の
い
い
香
り
ガ
し

ま
す
に

こ
れ
は
皮
の
表
置
に
だ
に
さ

ん
あ
る
小
さ
い
い
り
粕
心
(
油
開

ほ

と
い
い
ま
す
)
口
、
リ
モ
ヌ

称

ン
や
工
ス
テ
ん
な
ど
の
香
川
-

ゆ

め
成
分
汀
舎
ま
れ
て
い
る
か

似

ら
亡
弓

沖

こ
れ
を
主
力
し

と
の
万
粕

わ
し

哩
の
香
り
つ
け
て
す

ミ
ヵ

お

ン
の
皮
を
漬
物
や
お
ひ
だ
レ

ミ

の
上
に
細
切
り
に
し
て
の
什

と
れ
一
、
細
力
<
劃
ん
て
七
昧

麿
平
十
手
に
入
れた
り
す
る
と

香
り
は
も
行
ろ
ん
L
V
m
m←わ
い
L
し
も
か

で
す
心

首
広
か
ら
の
日
本
人
必
死
恵

て
弓
ね

け

ま
だ
ミ
力
ン
の
皮

そ
℃
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ノ
刀
う

に
な
る
ま
で
天
日
に

干
し

、

一
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容

に
詰
め
て
お
風
呂
に
い
れ
ま
一q
r

皮

に
吉
ま
れ
る
ビ
タ
ミ
ン
C
日
ど
の
働

き
で

、

毛
細
血
管
か
利
瀕
さ
料

、

ボ
力

ホ
力
と
温
ま
り
湯
治
め
し
ヰ
び
也
九

こ
の
ほ
か

、

ス
己
に
エ
し
て

γrm
L

皮
を
荷
の
袋
に
詰
め
て
十
む風
呂
に
入
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冒
圏
園
面
目
置

ぶ

叩
月
日
日
届
出

出
生
(
お
め
で
と
う
)

志下見志上樋下図樋随 f主
i掌 奈 i~t
川 林良川村口林岡口口 所

i菜丹波水永相原 岩 |珂森平日 イ呆
l封住吉11 Ffl聖子 岡本 貞問

1-コ 護
克昌 1支維宗真一

者享隆豊司二 樹次 一_ 'J:l 

1:{J f憂友朔 桂 美 出
太 I荷 望太 (憂;\b\: 生
朗 tt 紀 太 Efl 里 ノ11'1レ

99999  9 9 9 9 9 生
年

19 19 18 18 18 17 16 15 12 5 
月
日

の'1' し報広

樋 l羽西機午山樋西 ' 1ム志志守二
i可之 津津

口径岡原決11 内口 l司法l 川川 i刈

武字武近林利]利l 泉手中波 125
出者11 智藤|刊 |官間 嶋村部市

官 僚一浩 高晴笠湧昌
也勉充 喜久て i告 俊久 重 二 !在

来 麻伊詩健崇恭宜
4孟悠陵 H舜

弥 衣代乃:'/-明平美

10 10 10 10 10 10 10 9 9 9 9 9 

7 (j 5 4 4 1 1 30 29 26 23 19 

死

t 

(
お
悔
み
)

重信 町 教 育相 談室

子供の教育上の諸問題や悩みごとなどについて

相談に応じる重信町教育相談室を開設しています。

気軽にご相談下さい。秘密は厳守します。

月 日 相談 員

4 高須賀利清

11 大森敬子
11 

18 近藤栄宏

25 近藤 良{苦

2 稲荷善一

12 9 武智 道子

16 林 卜シ子

下 f 1到ド樋尚南繍志下北間
野野 j可津 野

林林窪林 IJ Eﾐ III Jj~ 川 林間径 所

大野 2号{Z 1京 IfI小平森桑越東芝 氏
西中Ji'l 田岡林 |拍l 木村符
ト フ 美ス
キ ~ ~ ì告俊サ サ良 皆ミ 名
子郎ョ ー ー文子忍ツ枝孝子ヱ

年
45 96 69 37 24 84 81 90 72 57 37 81 

JTA3 、

10 10 10 10 9 9 9 9 9 9 9 9 害E
亡

12 9 8 2 23 22 20 19 18 16 12 12 
σコ
日

毎週水曜日

13:00-17:00 

電話でもよいし、

直接来られでも

かまいません。

子供からの電話

も受付けていま

す。

図書館 3 階

64-3437 

日日寺

場所

電話

方法

月 日 j) 寺キ 名 11キ n司 I品 f好

25(本) 不燃ごみ I'!I~)( EI 

261利 心両Eごと相談rl庁 1 3 : 00 -15 : 00 役場会議室

11 :l -r 児健康診資
27(句 I:l :00-14 :00 111 1 民会館

H ii:l71lI 11- Ji: il ・91130 日生まれ

n 28け) 役場 11'1庁日

291L1) 当番1:& 愛媛十全医1農学院付属病院 川内町同ï)j まま66-5011 

301月) lそl民健康保険税第 5 R.月納期限

インフルエンザ ['II1J1Î(:J'lÍf①
I 1火) 14 : 00 -14 : 30 111] 民会館

3 才以 1 .の般

i手紙7・級③ 受付 1 3:30-1 4:00
2 (11<) 町民 会館

妊婦 7級 14:ω-15: 30

電信mf人権を Mfる集い・人権講&. 13:00- IHT 民会館
5(1) 

健康相談 9:00-11 :00 役場保健婦 室

61円) 当証干 11 問立療養所愛綬病院 機 iiiJ)点 合64 -24日

健康相談 13:00-14 :00 11fT 民会館
ーー ー .‘・..

71n) 健康づく り料fl!!.講沼会
10 : 00 -12 : :10 北野間公民館

-1 ~1 30 ，\;'，，=!を EI 般に 子

母税予級④ 受付9:30-10:00
9 1本) 町民会館

任婦 学級 10ω-12:30

12 行政・心配ごと相談所 13:00-15:00 役場会議室

10ω 出佐1L1主'手総 受付 1 3:30 -14:00
IIIT 民 会 館

]-{ 4 '0ド 8 n 9 J!'t まれ f級 1 -1: 00- 1S :30

12(1) 役場開11' 1 1 学校i!l!l 5 日 mlj(こよる学校休業日

1 31日) ~':í iJl: l実 辻升内科 川 :;:;Þ. fi64 -0013 

インフルエンザr-防娘舷②
111 [ 民会 fi'ù151火j 14 :00-14 ::lO 

3 才以J の一般

3.f<T( 12f罰)混合 r・防彼f!1! [J!UI 

1 61ね l 即日向 t! 終[後 I'I' -I'F 判長の者 ト1 :00 - 14:30 IIIT [(会館

ただしけ末i両の未j~係者も合む

礼児健康診1t
13: 30 -14 : 30 mJ 民会館

171ね H4'F2Ji5 月日rJ ' l二まれ

人権中日，淡 10:00-15:00 役場会議集

J! 1 91上) 健康相談 9:00-11 :00 役場保健婦室

20(11) 、14 搭|失 fR I人l f' 1 川内田1í有ん fi66-222G 

XI;'誕生 H 悦円のためゴ i 収集 l;t\、たしません 。 2fìWに nl，して干さ \' 0
23(11<) ・ 4・ a‘・‘ ー

!V1 llí' 1茨 凶野医院 横河原 fi(�4 -2152 

心配ごと相談l ifl [ 1 :l:Oい5:00 .1役場会ロ義主
24(t:) 

III[ j'[幼枇r~! 首~ 2 '~l:J倒終業式

水道料金納mll以

25(旬 I};!定資産脱第 3 J\l 1 、 I:E]民健康保険税第 6 jgl納!UI限

小. '1'::1 

2(;1-1:) f生上品 ni'! fﾎ' FI 

27(日) 内司手作; 中川外科l勾干| 松山市博I十bJ木111] ﾟ7G-781J 

281月) 役場{土#納め *11大ごみ!日収日(指定場所へ午前 10時までにm してドさ L 、)

:lllね 12J] :l l 日 -IJ j3 I: 1 までごみ収集 ・ し尿処思は休みます。

、恥・J


	広報しげのぶ（平成3年4月号）_Part241.pdf
	広報しげのぶ（平成3年4月号）_Part242
	広報しげのぶ（平成3年4月号）_Part243
	広報しげのぶ（平成3年4月号）_Part244
	広報しげのぶ（平成3年4月号）_Part245
	広報しげのぶ（平成3年4月号）_Part246
	広報しげのぶ（平成3年4月号）_Part247
	広報しげのぶ（平成3年4月号）_Part248
	広報しげのぶ（平成3年4月号）_Part249
	広報しげのぶ（平成3年4月号）_Part250
	広報しげのぶ（平成3年4月号）_Part251
	広報しげのぶ（平成3年4月号）_Part252

